
 

 

日 程：2024 年〔令和 6 年〕2 月 19 日 

コース：ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ ↦  野鳥観測小屋 ↦ ﾍｲｶｰｽﾞ･ﾋﾞｰﾁ（Bakers Beach）往復 ↦ 沼の南側経由  

↦ ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ 

 

 

ロンセストンより、車で 1 時間 10 分くらいでビジターセンターに到着、ビジターセンターの前に車

を駐車して出発。 

沼（Springlawn Lagoon）の北側の砂地の遊歩道を少し行くと、野鳥観測小屋があったので寄ってみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレットより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼の東側のルートに合った掲示板より 

オーストラリア タスマニア 
ナラウンタプ国立公園 山旅報告書 № ９ 

今回のルート 



 

 

 

 

 

 

 

ビジターセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気が良くて暑い中 出発                        野鳥観測小屋（Bird hide）へ向かう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜けるような 

青空である 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥観測小屋より沼（Springlawn Lagoon） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥観測小屋からルートに戻りすぐのところに、「海岸線へ 800m」との標識があったので、行ってみ

ることとした。 

砂漠を歩く感じで登り下りがあり、暑さもあり疲れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



真っ青な海岸線と砂浜は、日本では見ることのできない印象的な風景であった。 

潮流のせいだろうか、漂着物もごみもないきれいな海岸線である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘイカーズ・ビーチ（Bakers Beach） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーチャーズ・ノブ（ARCHERS KNOB）への分岐までは、こんな感じのルートである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分岐を通過して南側に向かうと広い草原で、トレースが確認できなかった 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーチャーズ・ノブ（ARCHERS KNOB）〔114ｍ〕に本来なら向かうところであるが、連日のウォークの疲

れと暑さで 114ｍを登る気力もなく、沼の南側からビジターセンターに折り返すこととした。 

広い草原となりルートがはっきりしないので、沼沿いに歩いていくと、沼岸に何頭ものカンガルーに遭遇。 

逃げることもなく、野生のカンガルーを間近に見ることが出来た。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

沼には、多くの野鳥も見られた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジターセンターが見えてきた 

 

 

 

ナラウンタプ国立公園 スプリングローンネイチャーウォークの一部のコースを歩いたが、海岸への

往復も含め一周、2 時間 40 分の行程であった。 

とにかく天気が良く、真っ青なヘイカーズ・ビーチの海岸線、沼南側のカンガルーの群れ、緑の木々

と真っ青な青空等、自然豊かな風景を体験することが出来た。 

北九州山岳同好会「嵐」 
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